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こ
の
た
び
は
、
３
月
会
議
に

お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
か
ら

ご
推
挙
い
た
だ
き
、
身
に
余
る

光
栄
で
あ
り
、
こ
の
重
責
を
果

た
す
た
め
、
全
力
を
傾
注
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

昨
今
の
少
子
高
齢
化
社
会
、

　

こ
の
た
び
の
３
月
第
２
回
会

議
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
の
皆

さ
ま
か
ら
ご
推
挙
を
賜
り
ま
し

て
、
そ
の
責
任
の
重
さ
に
身
が

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
副
議
長
の
職
務
を
遂

行
し
議
長
を
支
え
、
町
民
の
負

行
財
政
改
革
の
推
進
な
ど
、
社

会
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
厳
し

い
局
面
を
迎
え
て
お
り
ま
す
が
、

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議

事
機
関
と
し
て
、
公
平
・
公
正

か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
、

監
視
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る

託
に
応
え
る
べ
く
、
誠
心
誠
意

努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

町
政
に
お
い
て
は
少
子
高
齢

化
に
お
け
る
人
口
減
少
、
災
害

対
策
、
医
療
・
福
祉
の
充
実
な

ど
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
一
方
で
国
は

と
と
も
に
、
町
民
目
線
に
立
っ

た
大
局
的
な
視
点
か
ら
政
策
立

案
、
提
言
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
福
祉
の
向
上
と

「
人
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
発
展
の
た
め
、
町
民
の

皆
さ
ま
の
期
待
と
信
頼
に
応
え

て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
指
導

と
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

地
方
創
生
を
掲
げ
、
地
方
自
治

の
あ
り
方
は
新
た
な
転
換
期
を

迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
自
助
の

精
神
を
忘
れ
ず
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
の
た
め
、
議
長

と
と
も
に
議
会
一
丸
と
な
っ
て
、

こ
れ
か
ら
の
諸
課
題
に
対
し
て

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

今
後
と
も
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
指
導
ご
支
援
を
お
願
い
申
し

上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

会派構成が変更になりました	 （◎：会派代表者）

フォーラム志 日本共産党 公　明　党 民社クラブ 湘風クラブ

◎佐 藤 正 憲
　柳 下 雅 子

◎細 川 京 三
　山 田 政 博
　喜多村 出

◎太田真奈美
　関 口 光 男
　黒 沢 善 行

◎早乙女 昭
　吉 田 悟 朗
　佐 藤 一 夫

◎小 栗 裕 治
　横 手 　 晃
　斎 藤 恒 雄
　杉 﨑 隆 之
　藤沢喜代治

会派に属さない議員：中川登志男

寒川町議会　新しい議会構成が決まる

議
長黒く

ろ
さ
わ沢

善よ
し
ゆ
き行

副
議
長

小お
ぐ
り栗

裕ゆ
う
じ治
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◎：委員長　○：副委員長

寒川町議会　新しい議会構成が決まる

総務常任委員会

【後列左から】
　　喜多村　出 / 中川　登志男 / 佐藤　正憲
　　吉田　悟朗
【前列左から】
　　山田　政博 / ○横手　晃　 / ◎斎藤　恒雄
　　柳下　雅子 / 　黒沢　善行

議会運営委員会

【後列左から】
　　小栗　裕治 / 佐藤　正憲 / 細川　京三

【前列左から】
　○太田　真奈美 / ◎杉﨑　隆之 / 早乙女　昭

建設経済常任委員会

【後列左から】
　　杉﨑　隆之 / 山田　政博 / 横手　晃
　　太田　真奈美
【前列左から】
　　藤沢　喜代治 / 佐藤　一夫 / ◎関口　光男
　○佐藤　正憲 / 細川　京三

文教福祉常任委員会

【後列左から】
　　藤沢  喜代治 / 杉﨑　隆之 / 喜多村　出
　　吉田　悟朗 / 柳下　雅子
【前列左から】
　　太田  真奈美 / 小栗　裕治 / ◎早乙女  昭
　○中川  登志男 / 細川　京三

東海道新幹線新駅対策特別委員会

【後列左から】
　　杉﨑　隆之 / 山田　政博 / 関口　光男
　　佐藤　正憲 / 中川  登志男
【前列左から】
　　吉田　悟朗 / ○喜多村  出 / ◎藤沢  喜代治
　　早乙女　昭

寒川駅周辺整備対策特別委員会

【後列左から】
　　横手　晃 / 佐藤　一夫 / 太田　真奈美
【前列左から】
　　斎藤　恒雄 / ○細川　京三 / ◎柳下　雅子
　　小栗　裕治
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町税
84億6,400万円
（61.6％）

町税
84億6,400万円
（61.6％）

民生費
49億9,520万円
（36.3％）

民生費
49億9,520万円
（36.3％）

土木費
17億7,854万円
（12.9％）

土木費
17億7,854万円
（12.9％）

総務費
16億6,686万円
（12.1％）

総務費
16億6,686万円
（12.1％）

衛生費
14億7,411万円
（10.7％）

衛生費
14億7,411万円
（10.7％）

公債費
13億6,239万円
（9.9％）

公債費
13億6,239万円
（9.9％）

教育費
12億6,297万円
（9.2％）

教育費
12億6,297万円
（9.2％）

その他
12億594万円
（8.9％）

その他
12億594万円
（8.9％）

歳　出

137億
4,600万円

歳　出

137億
4,600万円

歳　入

137億
4,600万円

歳　入

137億
4,600万円

町債
3億7,110万円
（2.7％）

町債
3億7,110万円
（2.7％） その他

3億6,654万円
（2.7％）

その他
3億6,654万円
（2.7％）

諸収入
6億1,308万円
（4.5％）

諸収入
6億1,308万円
（4.5％）

県支出金
9億9,417万円
（7.2％）

県支出金
9億9,417万円
（7.2％）

国庫支出金
14億6,444万円
（10.7％）

国庫支出金
14億6,444万円
（10.7％）

その他
2億9,268万円
（2.1％）

その他
2億9,268万円
（2.1％）

繰入金
1億円（0.7％）
繰入金
1億円（0.7％）

繰越金
2億8,000万円（2.0％）
繰越金
2億8,000万円（2.0％）

地方消費税交付金
8億円（5.8％）
地方消費税交付金
8億円（5.8％）

一般財源 (72.3％)
特定財源 (27.7％)
一般財源 (72.3％)
特定財源 (27.7％)

平成27年第1回定例会3月会議

■平成27年度　各会計予算の規模

会　計　名 平成27年度予算 平成26年度予算 伸び率(%)

一般会計 137億4,600万円 132億7,500万円 3.5％

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険事業 65億8,310万円 56億5,838万円 16.3％

後期高齢者医療事業 7億5,599万円 7億3,549万円 2.8％

下水道事業 (公営企業会計へ) 14億4,249万円 皆減

介護保険事業 24億6,688万円 24億4,107万円 1.1％

(仮称)健康福祉総合ｾﾝﾀｰ用地取得事業 7,833万円 7,833万円 0.0％

公営企業会計 下水道事業 22億8,558万円 － 皆増

合　　　計 259億1,588万円 236億3,074万円 9.7％

※「下水道事業」は、平成27年度から地方公営企業法を適用　　　　　　　　　　 ※万円未満は四捨五入しているため、合計額と一致しません

　平成27年第1回定例会3月会議は、2月23日から3月23日までの29日間にわたり開催されました。
　平成27年度予算、平成26年度補正予算、条例の改正、人事案件のほか、委員会提案の条例の改正及び意見書
案の28件が提案され、慎重審議の結果、意見書案3件を除く25件が同意、原案可決しました。
　また、平成27年度一般会計予算及び各特別会計予算は、６名の委員で構成する予算特別委員会を設置し、3
月11日から18日までの5日間で審査しました。その結果、全ての予算が原案のとおり可決されました。平成27
年度に実施する主な事業を左ページで紹介します。

■町税内訳
科　目 予算額 構成比

固定資産税 41億3,138万円 48.8％

町民税 33億9,564万円 40.1％

都市計画税 4億8,224万円 5.7％

町たばこ税 3億8,200万円 4.5％

軽自動車税 7,274万円 0.9％

平成27年度　寒川町の予算

一般会計歳入の内訳

一般会計歳出の内訳
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予算特別委員会　平成27年度予算

平成27年度　主な事業の内容（一般会計）

●(仮称)健康福祉総合センター検討・建設事業 598万円
●福祉課窓口に精神保健福祉士を配置 329万円
●小児医療費(通院・0歳〜小学6年生まで)の助成 1億6,934万円
●特定不妊治療に対する費用を一部助成 180万円
●南小学校区星の子クラブ建設工事 5,949万円

民生費

●聖天橋架替事業など(道路橋りょう整備事業) 1億5,450万円
●町道の維持補修工事など(道路橋りょう維持補修事業) 1億3,312万円
●川とのふれあい公園トイレの設置 792万円
●ツインシティ倉見地区まちづくりの実現に向けた調査・検討 842万円
●田端西地区まちづくりの実現に向けた調査・検討 3,006万円

土木費

●人事評価システム構築委託料 400万円
●協働事業提案モデル事業の実施 90万円
●浸水防止施設(止水板等)の設置費用の一部助成 50万円
●寒川駅北口・南口地区の自転車駐車場の整備に向けた調査 527万円
●住宅用太陽光発電及び家庭用燃料電池の設置費用の補助 450万円

総務費

●健康管理センターに太陽光発電システム・蓄電池の導入 2,850万円
●運動の習慣化による健康づくり推進のためのチャレンジデーを実施 24万円
●茅ヶ崎市・寒川町の不燃ごみ等処理の一元化に向けた施設整備 123万円

衛生費

●小・中学校3校に太陽光発電システム・蓄電池の導入 5,900万円
●小・中学校に電子学習教材を導入など(教育コンピュータ活用事業) 2,612万円
●各中学校体育館の照明器具等の非構造部材耐震工事 5,250万円
●小谷小学校の特別支援学級新設等に伴う備品購入など 51万円

教育費

●勤労者個人住宅取得に対する奨励金を交付 500万円
●新規就農者に対する農業経営を補助 150万円
●にぎわいを創出・地域活性化を図る事業に対する補助 200万円
●個人住宅リフォーム等の建築工事費用の一部を助成 150万円

その他（商工費、農林水産業費など）

▲(仮称)健康福祉総合センター
　建設予定地

▲太陽光発電システム
　（寒川広域リサイクルセンター）

▲非構造部材の耐震工事を行う
　寒川小学校体育館

▲寒川駅北口商店会が開催した
　ちょい散歩さむかわ

▲架替予定の聖天橋
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Q　

小
学
校
・
中
学
校

の
図
書
購
入
費
が
少
な

い
。
予
算
が
微
増
と
な

っ
て
い
る
が
、
子
ど
も

た
ち
の
読
書
環
境
を
ど

の
よ
う
に
整
備
す
る
の

か
。
ま
た
、
学
校
単
位

で
町
総
合
図
書
館
の
活

用
は
で
き
な
い
の
か
。

A　

読
書
環
境
の
整
備

は
、
子
ど
も
の
情
操
教

育
や
学
力
向
上
に
も
結

び
つ
く
重
要
な
事
業
の
一
つ

で
あ
り
ま
す
。
町
子
ど
も
読

書
活
動
推
進
計
画
に
よ
り
、

「
新
さ
む
か
わ
子
ど
も
読
書

１
０
０
選
」
を
選
定
し
、
予

算
や
企
業
か
ら
の
寄
附
を
得

て
、
ほ
ぼ
揃
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、
町
総
合
図
書
館
の

本
を
、
学
校
単
位
に
貸
出
を

行
え
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

小
・
中
学
校
の
読
書
環
境
整
備
を

フォーラム志

寒川小学校図書室

　平成27年度予算の内容について、各

委員より出された主な質疑を掲載します。

予算特別委員会
総 括 質 疑

審査会場（第１委員会室）

町債など

公債費

28,614円

学校施設整備、教育など

教育費

26,526円

消防、火災予防など

消防費

13,723円

議会運営など

議会費

4,566円

道路、公園の整備・管理など

土木費

37,354円

社会・児童福祉、医療など

民生費

104,912円

行政運営など

総務費

35,009円

保健衛生、ごみ処理など

衛生費

30,960円

商工業、観光振興など

商工費

2,570円

農業振興、農地整備など

農林水産業費

2,118円

勤労者支援など

労働費

1,301円

緊急時への備えなど

予備費

1,050円

町民１人あたり
　　　　　の予算額

（一般会計予算歳出）　　　　

28万8,703円
◆町民１人あたりの歳出額（目的別）　※平成27年2月1日現在の人口47,613人で算定



7 さむかわ議会だより　174号

予算特別委員会　平成27年度予算　審査

Q　

小
学
校
へ
の
デ
ジ

タ
ル
テ
レ
ビ
導
入
は
、

教
育
活
動
の
充
実
が
図

れ
、
教
育
に
と
て
も
有

効
で
あ
る
。
し
か
し
、

予
算
は
２
校
の
先
行
導

入
で
あ
り
、
町
内
小
学

校
の
教
育
活
動
に
差
が

生
じ
る
。
一
斉
に
全
校

同
時
導
入
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

A　

教
育
委
員
会
と
し

Q　

企
業
誘
致
は
、
町

の
財
政
や
地
域
の
雇
用

創
出
へ
の
貢
献
が
期
待

で
き
る
た
め
、
町
の
活

性
化
に
必
要
で
あ
る
。

　

さ
が
み
縦
貫
道
路
が

開
通
し
、
そ
の
優
位
性

を
活
か
し
た
取
り
組
み

と
し
て
、
企
業
誘
致
を

促
進
す
る
考
え
は
。

A　

企
業
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
点
に
お
い
て
、
町

て
も
全
て
の
小
学
校
に
一
斉

に
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
を
導
入

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
全
体
予
算
の
中
、

平
成
27
年
度
に
お
い
て
は
、

２
校
で
の
活
用
と
し
、
２
年

計
画
で
全
て
の
小
学
校
に
デ

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
を
導
入
し
、

教
育
活
動
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
活
性
化
に
は
、
新
た

な
企
業
を
誘
致
す
る
こ
と
が

重
要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

現
状
等
を
把
握
し
、
地
域

の
優
位
性
を
活
か
し
た
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
よ
り
積
極
的

に
行
い
、
さ
ら
な
る
産
業
振

興
を
進
め
、
町
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

小
学
校
の
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
は
一
斉
同
時
導
入
を

企
業
誘
致
で
町
の
活
性
化
を

民社クラブ

湘風クラブ

他市で導入されたデジタルテレビ

Q　

重
度
障
害
者
へ
の

医
療
費
助
成
事
業
費
が

減
額
さ
れ
て
い
る
。
県

の
制
度
と
合
わ
せ
、
年

齢
制
限
と
所
得
制
限
を

導
入
し
た
結
果
で
あ
る
。

　

医
療
費
助
成
制
度
を

拡
充
し
、
継
続
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

A　

重
度
障
害
者
へ
の

医
療
費
の
助
成
制
度
は
、

本
来
、
国
が
社
会
保
障

Q　

定
年
退
職
後
の
再

任
用
職
員
の
配
置
や
役

職
に
よ
っ
て
、
職
場
で

若
い
職
員
に
戸
惑
い
が

あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
業

績
や
経
験
、
培
っ
て
き

た
ス
キ
ル
を
伝
承
す
べ

く
、
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
も
っ
て
働
く
た

め
に
、
シ
ニ
ア
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
等
の
ふ
さ
わ
し

い
役
職
名
と
す
る
こ
と

制
度
と
し
て
実
施
す
べ
き
と

考
え
ま
す
。

　

助
成
制
度
の
安
定
的
な
継

続
や
必
要
と
さ
れ
る
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
か
ら
、
県
補
助
制
度
に

合
わ
せ
て
助
成
し
て
い
き
ま

す
。

　

な
お
、
減
額
し
た
予
算
は
、

他
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

充
て
て
い
ま
す
。

は
で
き
な
い
か
。

　

今
後
退
職
す
る
職
員
か
ら

も
意
見
を
聞
い
た
ら
ど
う
か
。

A　

再
任
用
職
員
の
配
置
は
、

こ
れ
ま
で
の
知
識
や
経
験
を

十
分
に
活
用
で
き
る
よ
う
職

場
・
役
職
・
職
務
内
容
と
な

っ
て
い
ま
す
。
再
任
用
職
員

の
職
名
変
更
は
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
考
慮
し
て
、
今
後
、

検
討
し
ま
す
。

庁舎窓口案内業務を行う再任用職員 寒川南IC周辺（田端西地区）

重
度
障
害
者
へ
の
医
療
費
助
成
制
度
拡
充
を

再
任
用
職
員
を
生
か
し
た
組
織
や
体
制
の
確
立
を

日本共産党

みんなの未来
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ま
だ
ま
だ
未
知
数
な
部
分
は
あ
る
も
の
の
、

大
手
企
業
で
は
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
が
前
年
実
績
を

上
回
っ
て
お
り
、
個
人
所
得
の
好
転
が
町
の
税

収
増
に
繋
が
る
よ
う
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

一
般
会
計
予
算
の
歳
入
総
額
は
、
対
前
年
度
比

３
・
５
％
増
の
約
１
３
７
億
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
歳
出
で
は
総
合
計
画
の
５
つ
の
基
本
目
標

の
施
策
に
対
し
、
「
快
適
で
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
」
で
は
道
路
の
維
持
補
修
を
増
額

し
て
い
ま
す
。
災
害
時
の
支
援
ル
ー
ト
を
確
保

す
る
た
め
に
も
、
劣
化
し
た
町
道
の
補
修
を
求

め
ま
す
。

　

「
環
境
と
共
生
し
た
う
る
お
い
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」
で
は
、
茅
ヶ
崎
市
と
ゴ
ミ
の
広
域
処
理

に
お
い
て
町
民
へ
の
周
知
を
求
め
ま
す
。

　

「
安
心
で
生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

で
は
、
浸
水
対
策
と
し
て
止
水
板
等
設
置
補
助

制
度
が
新
設
さ
れ
、
有
効
活
用
さ
れ
る
よ
う
期

待
し
ま
す
。

　

「
豊
か
な
心
と
文
化
を
は
ぐ
く
む
ま
ち
づ
く

り
」
で
は
、
小
中
学
校
の
机
と
椅
子
の
予
算
は

増
額
で
し
た
が
、
早
期
に
更
新
計
画
や
更
新
判

断
の
基
準
を
作
成
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　

「
魅
力
あ
る
産
業
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」
で
は
、
既
存
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、
幅

広
く
支
援
で
き
る
商
工
業
支
援
推
進
事
業
に
期

待
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
を
実
現
し
、
成
果
に
結
び
つ

け
る
の
は
、
今
年
の
行
政
運
営
に
か
か
り
ま
す
。

　

以
上
、
適
切
な
予
算
編
成
で
あ
る
と
判
断
し

賛
成
と
し
ま
す
。
な
お
、
５
特
別
会
計
予
算
も

討
論
を
省
略
し
賛
成
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
予
算
は
、
人
口
減
少
社
会
に
ど

う
立
ち
向
か
い
、
地
方
創
生
の
名
の
も
と
に
、
い

か
に
町
の
独
自
性
を
高
め
、
強
め
て
、
他
の
自

治
体
と
の
競
争
に
勝
ち
抜
い
て
い
く
か
が
、
テ

ー
マ
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

人
材
登
用
や
組
織
の
あ
り
方
は
、
再
任
用
職

員
も
含
め
、
体
制
を
し
っ
か
り
確
立
し
、
企
業

誘
致
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
専
門
部
署
を
設
置

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

観
光
協
会
へ
の
補
助
金
が
増
額
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
寒
川
駅
北
口
に
発
信
基
地
を
設
置
し
た

こ
と
は
評
価
し
ま
す
。
今
後
は
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
な
人
材
育
成
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。

　

新
規
の
協
働
事
業
提
案
モ
デ
ル
事
業
は
、
客

観
性
、
公
平
性
、
透
明
性
等
を
備
え
た
、
町
の

売
り
の
事
業
と
な
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
ｅ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
、

情
報
社
会
に
有
用
で
あ
る
。
身
に
付
け
た
描
く

力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
活
か
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
は
、
英
知
を

結
集
し
、
他
の
自
治
体
と
の
競
争
に
勝
ち
抜
く

こ
と
に
期
待
し
ま
す
。

　

歳
入
の
広
告
事
業
は
努
力
も
み
ら
れ
、
平
成

27
年
度
に
は
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
事
業
も
開
始

さ
れ
る
の
で
、
少
し
で
も
歳
入
を
増
や
し
、
町
民

の
生
活
や
福
祉
に
役
立
て
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

　

以
上
の
諸
点
に
つ
い
て
提
案
・
要
望
し
、
賛
成

と
し
ま
す
。

　

他
の
５
特
別
会
計
予
算
も
討
論
を
省
略
し
て

賛
成
し
ま
す
。

　

消
費
税
増
税
で
町
民
の
生
活
が
一
層
厳
し
く

な
る
中
、
予
算
で
一
番
力
を
入
れ
る
べ
き
政
策

は
、
医
療
・
介
護
・
保
育
・
教
育
等
で
あ
り
、

町
民
を
応
援
す
る
施
策
を
実
施
す
べ
き
で
す
。

　

一
般
会
計
予
算
で
は
歳
入
の
３
・
５
％
の
伸

び
は
、
主
に
法
人
町
民
税
や
消
費
税
交
付
金
で

す
。
学
校
施
設
の
使
用
料
も
住
民
の
負
担
増
と

な
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
で
は
、
戦
後
70
年
の
節
目
で
あ
り
、
平

和
推
進
事
業
予
算
の
増
額
を
求
め
ま
す
。

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
は
、
個
人
情
報
の

漏
え
い
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
町
で
も
個
人
情

報
の
保
護
に
努
め
る
よ
う
求
め
ま
す
。

　

重
度
障
害
者
等
医
療
費
助
成
制
度
の
見
直
し

は
、
障
が
い
者
の
生
活
を
一
層
厳
し
く
す
る
こ

と
に
繋
が
り
ま
す
。

　

子
育
て
世
帯
の
支
援
と
な
る
小
児
医
療
費
助

成
制
度
の
拡
充
は
、
全
国
的
に
も
進
ん
で
い
ま

す
。
平
成
26
年
度
に
小
学
６
年
生
ま
で
拡
充
し

た
こ
と
は
評
価
し
ま
す
が
、
さ
ら
に
対
象
年
齢

を
中
学
３
年
生
ま
で
拡
充
し
、
所
得
制
限
を
撤

廃
す
べ
き
で
す
。

　

宮
山
駅
の
ト
イ
レ
は
老
朽
化
が
目
立
ち
ま
す
。

町
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
な
ら
な
い
よ
う
改

修
・
建
て
替
え
を
計
画
す
べ
き
で
す
。

　

以
上
、
社
会
保
障
・
福
祉
重
視
の
予
算
と
な

っ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
反
対
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
（
仮
称
）
健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

用
地
取
得
事
業
に
つ
い
て
は
賛
成
と
し
、
他
の

４
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
も
、
町
民
を
応
援

す
る
予
算
と
な
っ
て
い
な
い
た
め
反
対
し
ま
す
。

　３月会議最終日に、平成27年度予算の採決に先

立ち、各委員が各予算の内容について賛成・反対の

討論を行いました。討論の主な内容を掲載します。

賛成

反対

賛成

民 社 ク ラ ブ

日 本 共 産 党

みんなの未 来

５つの基本目標の施策実現に期待

町民の生活応援には不十分

自治体間競争に勝ち抜くことに期待

平成27年度予算を

討 論
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▼予算特別委員会　委員別賛否結果表	 （○：賛成、●：反対）

委　　員　　名
会　計　区　分

一般会計
特　別　会　計

国　保 後期高齢 介護保険 用地取得 下水道
委 員 長　関口　光男（公 　 明 　 党） ― ― ― ― ― ―
副委員長　横手　　晃（みんなの未来） ○ ○ ○ ○ ○ ○
委　　員　柳下　雅子（フォーラム志） ○ ○ ○ ○ ○ ○
委　　員　細川　京三（日 本 共 産 党） ● ● ● ● ○ ●
委　　員　佐藤　一夫（民 社 ク ラ ブ） ○ ○ ○ ○ ○ ○
委　　員　斎藤　恒雄（湘 風 ク ラ ブ） ○ ○ ○ ○ ○ ○

　我が国の社会経済情勢は、昨年４月の消費税率引き上げに伴い個人消費の落ち込みが見られるものの、国にお
ける強力な経済対策や円安効果により、景気に明るい材料を見ることができます。ただし、急速な高齢化を背景
とする社会保障経費の増加、名目経済成長率の低迷等もあり、実態としては依然として厳しい状況にあります。
　町においても、景気回復の兆しが見えたとはいえ、予断を許さない財政状況が続くものと予測されますが、町
民生活に直結する重要な事業も山積しており、また都市基盤整備も急速に進展するなど、時代の潮流に対応した
きめ細やかでスピード感を持った事業展開が求められています。
　このような状況の中、当町の平成２７年度一般会計予算及び５特別会計予算の総額は、２５９億１，
５８７万８千円で対前年度比９．７％、２２億８，５１３万４千円の増、また、一般会計予算は総額で、対前年
度比３．５％、４億７，１００万円の増となっています。　
　まず、歳入では、一般財源の根幹をなす町税において、法人町民税では、景気回復基調による企業収益の改善
により対前年度比９，８０２万円の増、個人町民税では、給与所得の伸びにより対前年度比８，９５０万円の増
となっています。一方、固定資産税では、企業の設備投資の回復等から償却資産の増により対前年度比１，
６２６万円の増となっているものの、家屋は評価替えにより対前年度比９，２４０万円の減額となり、町税全体
では、対前年度比１億３，１３７万８千円の増となっています。
　さらに、地方消費税交付金については、消費税率引き上げに伴い２億５千万円の増、国庫支出金では、認可保
育所新設などに伴い１億１，８０５万８千円の増、また県支出金については、再生可能エネルギー等導入費補助
金、聖天橋架替工事補助金などで１億８，８８７万８千円の増となり、国・県の補助金獲得を積極的に図るなど、
財政の健全化に向けた取り組みがなされています。
　次に歳出では、町総合計画「さむかわ２０２０プラン」後期基本計画の第２次実施計画３年間の初年度にあた
ることから、特に人口誘導、にぎわい創出、子育て支援などを意識し、町民生活の利便性を先行した取り組みが
必要であります。そういった中で、総務費では、公共施設等総合管理計画の策定、社会保障・税番号制度開始に
伴う関連経費。民生費では、認可保育所新設に伴う児童保育委託、南小学校区児童クラブ建設、地域支援及び包
括的支援事業の拡大。商工費では、地域商業の活性化や集客力の向上を図るにぎわい創出支援事業、勤労者個人
住宅取得奨励金の対象拡大。土木費では、道路橋りょう維持補修費事業の拡大。教育費では、各中学校体育館非
構造部材耐震工事など厳しい財政状況において、町の現状を見据え、町民生活に直結する課題を的確に捉え、重
点的かつ効果的に取り組む姿勢は大いに評価できるものであります。
　なお、予算執行にあたっては、審査の過程で指摘された委員の意見など十分配慮するとともに、社会情勢変化
への迅速な対応と、国が進める地方創生と連動した施策展開を図りながら、地域の活性化に取り組み、「住み続
けたい」、「住んでみたい」と思われるような、さらなる魅力あふれるまちづくりに努められるよう要望し、審
査意見とします。

予算特別委員会審査意見書

（関口委員長は、表決には加わりません）
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平成26年度一般会計
補正予算の主な内容（第５・６号）

【主な財源（歳入）】
・国、県からの補助金など 9,029万円
・まちづくり寄附金 328万円

【主な事業（歳出）】
・財政調整基金への積み立て 3,544万円
・まちづくり基金への積み立て 332万円

【補正予算を繰り越して、平成27年度で実施する事業】
・(仮称)まち・ひと・しごと創生総合戦略 950万円
　策定に伴う委託料
・子育て世帯防災対策講習会の実施 114万円
・不育症治療費の一部助成 40万円
・子育て支援団体への活動支援 60万円
・新設認可保育所等の遊具等の設置補助 380万円
・児童クラブ運営団体への立ち上げ支援補助 97万円
・2歳児歯科相談時のブラッシング指導 84万円
・プレミアム商品券発行への補助 2,800万円
・観光パンフレット作成、観光案内板 255万円
　の設置等
・コミュニティバスの土日運行経費 750万円
・寒川小学校南棟大規模改修工事 2億7,090万円

（万円未満は四捨五入）

平
成
27
年
第
１
回
定
例
会
３
月
会
議
で
一
般
会
計
補
正
予
算

（
５
・
６
号
）
が
提
案
さ
れ
、
各
事
業
費
確
定
に
伴
う
更
正
減
、

国
の
緊
急
経
済
対
策
に
お
け
る
交
付
金
の
追
加
に
よ
り
歳
入
歳

出
補
正
予
算
額
を
約
３
億
３
０
３
１
万
円
追
加
し
、
予
算
総
額

１
４
３
億
１
７
４
１
万
円
と
す
る
こ
と
が
賛
成
全
員
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

補
正
予
算（
一
般
会
計
第
５
・
６
号
）

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

関
連
経
費
を
補
正
予
算
に
計
上

Q　

個
人
町
民
税
、
法
人
町
民

税
の
滞
納
繰
越
分
を
歳
入
で
増

額
し
た
が
、
当
初
予
算
時
に
比

べ
て
徴
収
率
は
ど
う
か
。

A　

平
成
27
年
１
月
末
時
点
で

25
・
９
％
に
な
り
ま
す
。
平
成

25
年
度
と
比
べ
て
０
・
２
％
上

昇
し
て
い
ま
す
。

Q　

法
人
町
民
税
及
び
個
人
町

民
税
の
滞
納
繰
越
分
の
徴
収
件

数
が
近
年
増
加
し
て
い
る
。
滞

納
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

あ
る
と
思
う
が
、
滞
納
者
に
対

し
て
の
徴
収
業
務
に
無
理
は
な

い
か
。

A　

滞
納
者
に
対
し
て
は
、
公

平
公
正
な
事
務
で
徴
収
を
行
っ

て
い
ま
す
。

Q　

財
政
調
整
基
金
に
今
回
３

５
０
０
万
円
積
み
立
て
た
際
の

現
在
高
と
、
そ
の
使
途
は
。

A　

積
立
額
は
、
13
億
５
３
０

３
万
５
千
円
に
な
り
ま
す
。

　

積
立
金
は
、
今
後
の
自
然
災

害
等
に
備
え
て
積
み
立
て
る
も

の
で
す
。

Q　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行

事
業
で
約
１
２
０
０
万
円
減
額

し
た
理
由
は
。

A　

今
回
の
減
額
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
小
型
車
両
の
導

入
に
伴
う
契
約
及
び
従
来
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
変
更
契
約

に
よ
る
も
の
で
す
。

Q　

ま
ち
づ
く
り
寄
附
金
に
つ

い
て
、
寄
附
者
か
ら
使
途
要
望

が
あ
っ
た
の
か
。

A　

今
回
、
５
件
の
う
ち
、
３

件
は
健
康
・
福
祉
に
関
す
る
事

業
に
、
２
件
は
産
業
振
興
に
関

す
る
事
業
へ
の
寄
附
に
な
り
ま

す
。

Q　

緑
化
基
金
を
積
み
立
て
て

い
る
が
、
そ
の
使
途
は
。

A　

現
存
す
る
緑
地
保
全
及
び

緑
化
推
進
を
図
る
事
業
に
活
用

し
て
い
く
も
の
で
す
。

Q　

農
地
に
関
す
る
地
図
情
報

の
シ
ス
テ
ム
が
国
で
一
元
的
に

整
備
さ
れ
る
と
い
う
が
、
町
の

負
担
分
は
。

A　

現
行
の
農
地
台
帳
シ
ス
テ

ム
は
町
で
整
備
し
ま
す
が
、
地

図
情
報
シ
ス
テ
ム
は
国
が
一
元

的
に
整
備
す
る
た
め
、
町
の
負

担
分
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q　

農
地
台
帳
の
シ
ス
テ
ム
整

備
費
の
補
助
金
が
県
か
ら
交
付

さ
れ
る
が
、
次
年
度
以
降
も
交

付
さ
れ
る
も
の
か
。

A　

今
回
は
、
農
地
法
の
改
正

に
よ
り
農
地
台
帳
シ
ス
テ
ム
の

構
築
費
用
と
し
て
交
付
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

次
年
度
以
降
も
国
か
ら
示
さ

れ
て
い
る
経
費
に
つ
い
て
は
、

補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

Q　

平
成
27
年
度
を
目
前
に
し

て
、
こ
の
補
正
を
計
上
し
た
町

長
の
見
解
は
。

A　

国
で
は
、
地
方
創
生
に
関

す
る
施
策
を
推
進
し
て
い
る
中
、

地
方
が
自
立
し
た
行
政
運
営
を

進
め
る
た
め
に
必
要
な
経
費
を

計
上
し
た
も
の
で
す
。

質
　
　
疑

昨年10月に導入した
コミュニティバス「もくせい号」の小型車両
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Q　

不
育
治
療
費
の
助
成
内
容

は
。

A　

不
育
治
療
の
保
険
外
治
療

費
に
対
し
、
そ
の
費
用
の
２
分

の
１
を
助
成
し
、
限
度
額
は
20

万
円
に
な
り
ま
す

Q　

昨
年
の
寒
川
小
学
校
南
棟

大
規
模
改
修
の
第
１
期
工
事
に

は
、
３
社
し
か
入
札
が
な
か
っ

た
。
公
平
性
を
保
つ
観
点
か
ら

も
、
そ
の
原
因
が
予
算
や
現
場

管
理
、
設
計
変
更
等
に
あ
る
の

か
、
原
因
を
調
査
す
べ
き
で
は
。

A　

設
計
変
更
に
は
必
要
に
応

じ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
工
事
は
工
事
金
額
に

よ
り
入
札
に
参
加
で
き
る
業
者

が
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
今
後
、
入
札
が
少

な
い
原
因
等
に
つ
い
て
調
査
で

き
る
か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Q　

昨
年
の
寒
川
小
学
校
南
棟

大
規
模
改
修
の
第
１
期
工
事
の

反
省
点
等
を
踏
ま
え
、
第
２
期

工
事
へ
の
対
応
策
は
。

A　

工
期
が
夏
休
み
期
間
中
で

契
約
か
ら
施
工
ま
で
の
打
合
せ

時
間
を
十
分
に
確
保
で
き
ず
、

施
工
業
者
に
ご
迷
惑
を
か
け
た

部
分
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
は
、

十
分
な
工
事
期
間
が
確
保
で
き

る
よ
う
早
い
時
期
に
契
約
手
続

き
を
行
い
ま
す
。

Q　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
内

容
は
。

A　

５
０
０
円
券
の
12
枚
綴
り

で
６
千
円
の
商
品
券
に
な
り
、

そ
の
う
ち
の
千
円
分
が
プ
レ
ミ

ア
ム
分
に
な
り
ま
す
。

　

発
行
予
定
枚
数
は
２
万
３
千

冊
で
、
販
売
時
期
は
９
月
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

Q　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発

行
す
る
際
、
多
く
の
自
治
体
で

は
低
所
得
者
対
策
と
し
て
プ
レ

ミ
ア
ム
率
を
上
げ
た
り
、
購
入

金
額
を
下
げ
た
り
し
て
い
る
が
、

町
の
考
え
は
。

A　

地
域
の
消
費
喚
起
を
図
り
、

多
く
の
方
に
特
典
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
全
世
帯

を
対
象
に
考
え
て
い
る
た
め
、

現
時
点
で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

Q　

地
方
版
創
生
総
合
戦
略
策

定
に
伴
う
委
託
業
務
内
容
は
。

A　

地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び

地
方
版
創
生
総
合
戦
略
の
策
定

支
援
業
務
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
３
月
会
議
で
は
、
12
件
の
議

案
が
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
。
付
託
議
案
の
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

行
政
手
続
条
例

条
文
の
整
備

　

行
政
手
続
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
行
政
指
導
の
中
止
等
を

求
め
る
規
定
を
条
文
に
追
加
す

る
も
の
で
す
。

Q　

今
回
の
改
正
は
、
行
政
手

続
法
の
一
部
改
正
事
項
を
追
加

し
た
も
の
だ
が
、
町
独
自
に
追

加
し
た
も
の
は
、
あ
る
の
か
。

A　

今
回
は
、
行
政
手
続
法
の

一
部
改
正
に
基
づ
く
改
正
で
、

町
独
自
の
改
正
規
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。

Q　

行
政
指
導
の
中
止
等
を
求

め
る
際
の
申
出
書
の
様
式
は
。

A　

所
定
の
様
式
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
任
意
の
様
式
に
な
り

ま
す
。情

報
公
開
条
例

条
文
の
整
理

　

独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
独
立
行
政
法

人
の
分
類
が
見
直
さ
れ
、
条
例

に
規
定
す
る
「
特
定
独
立
行
政

法
人
」
が
「
行
政
執
行
法
人
」

に
変
更
さ
れ
た
た
め
、
条
文
の

整
理
を
図
る
も
の
で
す
。

町
長
等
の

期
末
手
当
を
減
額

　

町
の
財
政
状
況
を
鑑
み
、
平

成
27
年
６
月
の
期
末
手
当
に
つ

い
て
、
町
長
は
20
％
、
副
町
長

及
び
教
育
長
は
10
％
減
額
措
置

を
講
ず
る
も
の
で
す
。

Q　

減
額
に
よ
る
影
響
額
は
。

A　

１
０
６
万
３
千
円
で
す
。

手
数
料
条
例

条
文
の
整
理

　

条
文
に
規
定
す
る
「
鳥
獣
の

保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関

す
る
法
律
」
が
「
鳥
獣
の
保
護

及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正

化
に
関
す
る
法
律
」
に
改
題
さ

れ
る
た
め
、
同
法
の
引
用
条
文

を
改
め
る
も
の
で
す
。

条
例
の
改
正

質
　
　
疑

質
　
　
疑

第１期大規模改修工事後の寒川小学校南棟教室

▲今秋発行予定のプレミアム商品券
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新
教
育
長
の
設
置
等
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
理

　

国
の
法
改
正
に
よ
り
教
育
委

員
長
と
教
育
長
を
一
本
化
し
た

新
教
育
長
の
設
置
に
伴
い
、
関

係
条
例
の
引
用
条
文
を
整
理
す

る
も
の
で
す
。
大
澤
教
育
長
は
、

任
期
満
了
ま
た
は
自
ら
退
任
す

る
ま
で
の
間
は
在
職
す
る
も
の

で
す
。
ま
た
、
今
後
は
、
総
合

教
育
会
議
を
開
催
し
て
、
大
綱

を
策
定
し
て
い
く
予
定
で
す
。

Q　

大
綱
は
、
い
つ
ま
で
に
策

定
す
る
の
か
。

A　

策
定
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
早
い
時
期
に
総
合
教
育
会

議
を
開
催
し
て
大
綱
を
策
定
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q　

総
合
教
育
会
議
の
構
成
員

は
。

A　

町
長
、
教
育
長
、
教
育
委

員
が
構
成
員
に
な
り
ま
す
。

Q　

総
合
教
育
会
議
と
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

A　

予
算
や
条
例
提
案
、
教
育

関
係
事
務
の
ほ
か
、
首
長
権
限

の
保
育
や
福
祉
等
の
権
限
に
関

わ
る
事
項
も
協
議
調
整
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

介
護
保
険
料
の

保
険
料
率
を
改
定

　

第
６
次
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
改
定
に
伴
う
介
護
保
険
料
率

の
変
更
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

Q　

今
回
の
改
定
で
所
得
区
分

を
11
段
階
か
ら
10
段
階
に
す
る

が
、
な
ぜ
か
。
ま
た
、
統
合
さ

れ
る
旧
第
１
段
階
及
び
第
２
段

階
の
人
は
、
何
人
い
る
の
か
。 

A　

今
後
、
介
護
保
険
料
の
負

担
軽
減
を
図
る
法
改
正
が
予
定

さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
に
合

わ
せ
て
改
正
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
計
画
で
の
対
象
人
数

は
、
約
１
６
０
０
人
で
す
。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

　
実
施
基
準
を
改
正

　

介
護
保
険
法
施
行
規
則
等
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス

名
称
及
び
対
象
と
な
る
人
員
基

準
等
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

Q　

今
回
の
改
正
で
、
対
象
施

設
へ
の
影
響
は
。

A　

町
内
で
は
３
施
設
が
該
当

し
ま
す
が
、
現
状
で
影
響
が
で

る
施
設
は
あ
り
ま
せ
ん
。

住
居
表
示
審
議
会
委
員

公
募
町
民
を
追
加

　

住
居
表
示
審
議
会
の
委
員
数

を
15
人
か
ら
11
人
以
内
と
し
、

公
募
の
町
民
を
追
加
す
る
も
の

な
ど
で
す
。

Q　

委
員
の
構
成
内
訳
は
。

A　

公
募
町
民
、
学
識
経
験
者
、

関
係
機
関
の
職
員
、
地
域
の
代

表
者
の
合
計
11
名
以
内
で
す
。

Q　

今
後
の
審
議
会
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
。

A　

６
月
、
10
月
に
開
催
予
定

で
す
。
審
議
会
で
は
、
住
居
表

示
を
新
た
に
実
施
す
る
地
区
を

審
議
す
る
予
定
で
す
。

Q　

住
居
表
示
を
新
た
に
実
施

す
る
地
区
は
、
順
調
に
進
め
ば
、

い
つ
頃
か
。

A　

平
成
28
年
度
の
中
頃
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料

賦
課
限
度
額
を
見
直
し

　

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
保
険
料
の

賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ
及
び

軽
減
対
象
世
帯
の
拡
大
な
ど
を

図
る
も
の
で
す
。

Q　

保
険
料
の
賦
課
限
度
額
見

直
し
に
伴
い
、
影
響
を
受
け
る

対
象
世
帯
は
。

A　

影
響
を
受
け
る
対
象
世
帯

は
、
重
複
世
帯
も
あ
り
ま
す
が
、

１
４
７
世
帯
の
見
込
み
で
す
。

指
定
管
理
者
の

公
募
に
よ
ら
な
い
候
補
者

選
定
の
規
定
を
整
備

　

公
の
施
設
に
お
け
る
指
定
管

理
者
に
つ
い
て
、
公
募
に
よ
ら

な
い
候
補
者
選
定
に
関
す
る
規

定
を
整
備
し
、
施
設
の
円
滑
な

運
営
を
図
る
も
の
で
す
。

Q　

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
を
す
る
時
に
は
、
社
会

経
済
情
勢
に
応
じ
て
、
条
例
を

改
正
す
る
こ
と
も
必
要
だ
が
、

そ
の
以
前
の
問
題
と
し
て
、
指

定
管
理
者
の
経
営
状
況
を
把
握

し
て
い
る
の
か
。

A　

担
当
課
が
指
定
管
理
者
に

対
し
て
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

等
を
行
い
、
経
営
状
況
を
確
認

し
て
い
ま
す
。

Q　

本
条
例
の
改
正
で
指
定
管

理
者
が
今
後
、
従
前
の
よ
う
に

運
営
を
し
て
い
け
る
の
か
。

A　

地
方
自
治
法
の
規
定
で
、

公
の
施
設
の
管
理
の
適
正
を
期

す
る
た
め
、
指
定
管
理
者
に
対

し
て
当
該
管
理
の
業
務
ま
た
は

経
理
状
況
に
関
し
、
報
告
を
求

め
、
実
地
に
つ
い
て
調
査
し
、

必
要
な
指
示
が
で
き
る
条
文
も

あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
協
定
書
の
中
で
規

定
し
て
、
指
定
管
理
者
に
対
し

て
、
き
め
細
か
い
点
検
が
必
要

と
考
え
ま
す
。

質
　
　
疑

質
　
　
疑

質
　
　
疑

質
　
　
疑

質
　
　
疑

質
　
　
疑
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Q　

指
定
管
理
者
の
公
募
に
よ

ら
な
い
候
補
者
の
選
定
事
項
に

つ
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
事
案
に

該
当
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
公
平
性
が
保
た
れ

る
の
か
。

A　

そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ

て
判
断
し
ま
す
が
、
選
定
委
員

会
の
中
で
選
考
し
、
最
終
的
に

は
議
会
へ
の
提
案
、
議
決
と
い

う
手
続
き
を
行
う
こ
と
で
公
平

性
が
保
た
れ
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

Q　

近
隣
市
の
場
合
に
は
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
て
い
る
。

　
今
後
、
町
が
指
定
管
理
を
拡

大
す
る
場
合
に
は
、
町
民
に
も

わ
か
り
や
す
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
策
定
す
べ
き
で
は
。

A　

指
定
管
理
者
制
度
導
入
に

係
る
基
本
方
針
を
平
成
17
年
５

月
に
策
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
従
い
進
め
て
い
ま
す
が
、
本

条
例
の
改
正
に
よ
り
、
今
後
、

基
本
方
針
の
見
直
し
も
行
っ
て

い
き
ま
す
。

陳　　情　　名 委員会の付託先と審査結果 本会議採決

ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充に関する陳情 【付 託 先】　文教福祉常任委員会
【審査結果】　賛成全員で採択 採択

３月会議で陳情１件を審査し、次のとおりの結果となりました。

を審査しました

を提出しました

陳情

意見書
３月会議では意見書案１件を全会一致で可決し、関係機関へ送付しました。

ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意見書
　現在、我が国におけるウイルス性肝炎患者は、350 万人以上いると推定され、国は肝硬変、肝がん患者を含む
ウイルス性肝炎患者に対するインターフェロン治療及びインターフェロンフリー治療並びに核酸アナログ製剤治
療を中心とする一定の抗ウイルス療法への医療費助成を実施している。
　しかしながら、ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成は、現在、肝炎治療特別促進事業として実施されてい
るが、対象となる医療が、Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルスの減少を目的とした抗ウイルス療法に限定されているため、
医療費助成の対象から外れている患者が相当数に上る。特に、肝硬変及び肝がん患者は、高額の医療費を負担せ
ざるを得ないだけではなく、就業や日常生活に支障を来している。
　また、肝硬変を中心とする肝疾患も身体障害者福祉法上の障害認定の対象とされているものの、医学上の認定
基準がきわめて厳しいため、亡くなる直前でなければ認定されないといった実態が報告されるなど、肝炎患者に
対する生活支援の実効性を発揮していないことから、基準の緩和及び見直しが必要である。
　よって、国におかれては、肝炎対策基本法、特定Ｂ型肝炎ウイルス感染者給付金等の支給に関する特別措置法
における附帯決議及び平成 26 年 8 月に肝炎対策推進協議会で取りまとめられた意見に基づき、ウイルス性肝炎
患者に対する生活支援を拡充するため、次の事項を速やかに実現されるよう強く要望する。

１　ウイルス性肝硬変・肝がんに係る医療費助成制度を創設すること。
２　身体障害者福祉法上の肝機能障害による身体障害者手帳の認定基準を緩和し、患者の実態に応じた認定制度
　にすること。

以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。

　平成 27 年３月 23 日
神奈川県高座郡寒川町議会
議　長　　黒　沢　善　行

　提出先）衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・厚生労働大臣
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人

事

案

件

指
定
管
理
者
の
指
定

寒
川
総
合
体
育
館

指
定
管
理
者
に

三
幸
株
式
会
社
を
指
定

　

寒
川
総
合
体
育
館
の
指
定
管

理
者
と
し
て
、
三
幸
株
式
会
社

を
指
定
し
、
平
成
27
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま

で
を
指
定
期
間
と
す
る
も
の
で

す
。

　

本
案
件
に
つ
い
て
は
、
寒
川

総
合
体
育
館
の
指
定
管
理
者
で

あ
っ
た
三
幸
・
グ
ラ
ン
デ
リ
ア

共
同
体
解
消
に
よ
る
指
定
管
理

者
の
指
定
取
り
消
し
に
伴
い
、

新
た
に
寒
川
総
合
体
育
館
の
指

定
管
理
者
に
三
幸
株
式
会
社
を

指
定
す
る
も
の
で
す
。

　

３
月
会
議
で
監
査
委
員
に
選

任
さ
れ
た
小
栗
裕
治
議
員
が
３

月
30
日
付
で
退
職
さ
れ
た
た
め
、

新
た
に
、
佐
藤
一
夫
氏
を
選
任

し
た
い
と
し
て
提
案
さ
れ
、
投

票
に
よ
る
採
決
の
結
果
、
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

監
査
委
員
に

佐さ
と
う藤 

一か
ず
お夫

氏
を
選
任

　
平
成
27
年
第
１
回
定
例
会
３
月
第
２
回
会
議
が
３
月
31
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
３
月
第
２
回
会
議
で
は
、
３
月
会
議
の
役

員
改
選
で
副
議
長
に
当
選
さ
れ
た
三
堀
清
廣
議
員
が
同
日
に
辞

職
し
た
こ
と
に
伴
う
副
議
長
選
挙
及
び
監
査
委
員
の
選
任
、
条

例
の
改
正
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
全
て
の
議
案
は
原
案
の
と
お
り

同
意
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

Q　

今
回
の
よ
う
な
事
例
は
、

全
国
で
も
あ
る
の
か
。

A　

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
今
回

の
事
例
で
は
、
東
京
都
の
自
治

体
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
町
と

同
様
な
議
決
案
件
で
は
な
い
た

め
、
町
と
同
様
な
手
続
き
は
行

わ
な
い
よ
う
で
す
。
そ
れ
以
外

で
は
、
こ
の
時
期
に
同
様
な
事

例
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

Q　

撤
退
し
た
グ
ラ
ン
デ
リ
ア

が
寒
川
総
合
体
育
館
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
運
営
し
て
い

た
が
、
そ
の
後
の
運
営
や
人
員

体
制
は
、
ど
う
な
る
の
か
。

A　

今
後
は
、
三
幸
株
式
会
社

が
引
き
続
き
現
在
の
社
員
を
継

続
雇
用
し
て
、
運
営
を
続
け
て

い
く
予
定
で
す
。

Q　

指
定
管
理
者
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
結
果
を
見
る
と
適
正
と
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
サ
ー
ビ

ス
面
で
の
評
価
だ
と
思
う
が
、

今
後
は
、
企
業
の
経
営
状
況
も

定
期
的
に
確
認
し
て
い
く
べ
き

で
は
。

A　

今
後
は
、
協
定
書
で
企
業

の
経
営
状
況
を
必
要
に
応
じ
て

確
認
で
き
る
よ
う
文
言
を
加
え

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　

今
後
、
指
定
管
理
者
の
指

定
を
受
け
て
い
る
企
業
の
倒
産

等
に
も
対
応
で
き
る
対
策
と
し

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

A　

企
業
の
倒
産
等
に
よ
り
、

改
め
て
指
定
管
理
者
の
選
定
を

行
う
際
に
は
十
分
な
期
間
を
確

保
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
協

定
書
で
６
カ
月
前
ま
で
に
指
定

の
取
消
申
し
出
を
行
う
旨
の
規

定
を
加
え
て
い
き
ま
す
。

Q　

損
害
賠
償
の
規
定
は
、
協

定
書
等
に
盛
り
込
ま
な
い
の
か
。

A　

損
害
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
損
害
賠
償
規
定
が
現
在
も

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
従
っ

て
対
応
し
て
い
く
予
定
で
す
。

Q　

今
後
、
新
た
に
指
定
管
理

者
を
指
定
す
る
場
合
に
は
、
公

募
段
階
に
指
定
の
取
消
申
し
出

や
損
害
賠
償
に
つ
い
て
、
仕
様

書
に
盛
り
込
ん
で
い
く
べ
き
で

は
。

A　

平
成
28
年
度
か
ら
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
は
、
公
募
に

よ
る
選
定
を
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
公
募
時
に
は
仕
様
書
に
盛

り
込
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
３
月
第
２
回
会
議
で
は
、
１

件
の
議
案
が
総
務
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
付
託
議

案
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

地
方
税
法
改
正
に
よ
り

町
税
条
例
を
改
正

　

地
方
税
法
改
正
に
よ
り
、
３

年
に
１
度
の
評
価
替
え
に
よ
る

固
定
資
産
税
の
負
担
調
整
措
置

を
３
年
延
長
し
、
一
部
の
軽
自

動
車
税
の
税
率
引
き
上
げ
時
期

を
１
年
延
長
す
る
も
の
な
ど
で

す
。

Q　

軽
自
動
車
税
の
見
直
し
が

さ
れ
た
が
、
二
輪
車
だ
け
が
税

率
の
引
き
上
げ
時
期
を
延
長
し

た
の
か
。

A　

三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
は

平
成
28
年
度
か
ら
税
額
が
引
き

上
が
り
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
で
原
動
機
付
自

転
車
及
び
二
輪
車
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
度
か
ら
税
額
が
引
き

上
げ
ら
れ
る
予
定
で
し
た
が
、

１
年
延
長
し
、
平
成
28
年
度
か

ら
引
き
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
す
。

質
　
　
疑

質
　
　
疑

条
例
の
改
正

平成27年第１回定例会３月第２会議

寒川総合体育館
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■ 一般質問　議員12人が町政を問う

　

平
成
19
年
４
月
に
町
の
最
高

規
範
と
し
て
寒
川
町
自
治
基
本

条
例
が
施
行
さ
れ
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
が
条
例
に
規
定
さ
れ
た
。

　

平
成
27
年
度
の
施
政
方
針
の

中
で
も
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

主
眼
に
置
き
、
よ
り
一
層
進
め

る
こ
と
が
重
要
と
し
て
い
る
。

協
働
の
効
果
は
、
行
政
と
町
民

が
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
相
乗

効
果
を
生
み
出
す
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
対
等
の
立
場
で
お
互

い
が
利
益
を
享
受
で
き
る
関
係

で
あ
る
と
考
え
る
。
と
こ
ろ
が
、

町
に
お
い
て
は
、
協
働
の
担
い

手
と
な
る
人
材
や
団
体
が
不
足

し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
次
の
点

を
問
う
。

　

①
協
働
に
つ
い
て
、
町
民
に

理
解
を
い
た
だ
く
た
め
の
策
は
。

　

②
各
種
審
議
会
等
へ
の
町
民

参
加
に
遅
れ
が
生
じ
て
い
る
が

何
か
策
を
講
じ
て
い
る
か
。

　

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
制
度

へ
の
登
録
数
が
伸
び
悩
ん
で
い

る
。
町
か
ら
各
種
団
体
へ
投
げ

か
け
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　

④
協
働
の
担
い
手
と
な
る
団

体
を
育
て
る
た
め
に
、
施

設
整
備
と
人
的
サ
ポ
ー
ト

を
充
実
さ
せ
る
べ
き
で

は
。

　

町
長　

④
団
体
等
と
話

す
機
会
を
設
け
、
サ
ポ
ー

ト
体
制
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
形
を
望
ん
で
い
る
か

な
ど
、
意
見
を
伺
い
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

　

町
民
部
長　

①
ま
ち
づ

く
り
懇
談
会
や
地
域
担
当

職
員
制
度
の
導
入

な
ど
の
ほ
か
、
自

治
基
本
条
例
の
啓

発
と
し
て
、
広
報

で
の
特
集
、
連
載
コ
ラ
ム
の
掲

載
、
懸
垂
幕
の
掲
示
、
公
用
車

へ
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
設
置
な

ど
町
民
の
目
に
触
れ
る
機
会
を

増
や
し
て
い
ま
す
。
少
し
ず
つ

で
す
が
、
協
働
に
関
す
る
意
識

が
浸
透
し
て
い
き
て
い
る
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

　

②
平
成
25
年
に
公
募
に
関
す

る
規
則
の
一
部
改
正
を
行
い
、

２
期
連
続
で
公
募
委
員
に
な
れ

る
こ
と
、
ま
た
、
退
任
後
２
年

経
過
す
れ
ば
再
応
募
で
き
る
と

改
正
し
ま
し
た
。
応
募
時
の
書

類
に
つ
い
て
も
小
論
文
か
ら

「
私
の
考
え
」
と
題
し
字
数
の

制
限
も
緩
和
し
ま
し
た
。
今
後

も
応
募
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
に

あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ

ま
な
団
体
に
声
を
か
け
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
登
録
を

す
る
か
ど
う
か
は
、
そ
の
団
体

の
判
断
に
な
り
ま
す
が
、
引
き

続
き
団
体
へ
の
呼
び
か
け
を
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

町
民
の
力
を
生
か
し

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ

佐藤　正憲 議員

協働の担い手となる人材育成を
（保育ボランティアの様子）

　

①
町
長
は
施
政
方
針
の
中
で

３
つ
の
基
本
姿
勢
を
掲
げ
て
い

る
。
１
つ
目
は
、
「
町
民
と
の

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
」
と
し
て
「
協
働
事
業
提
案

制
度
モ
デ
ル
事
業
」
を
新
た
に

実
施
す
る
が
、
導
入
に
至
っ
た

プ
ロ
セ
ス
を
問
う
。

　

②
２
つ
目
は
、
「
広
域
行
政

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
で
あ
る

が
、
隣
接
す
る
藤
沢
市
・
茅
ヶ

崎
市
・
海
老
名
市
、
そ
れ
ぞ
れ

の
自
治
体
と
優
先
的
に
取
り
組

む
課
題
は
何
か
。

　

③
３
つ
目
は
、
「
地
方
分
権

の
推
進
と
自
律
的
な
行
財
政
運

営
」
と
し
て
、
（
仮
称
）
「
寒

川
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
を
策
定
す
る
。

策
定
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

④
施
政
方
針
で
５
つ
の
基
本

目
標
を
定
め
て
い
る
が
、
中
で

も
特
に
「
魅
力
あ
る
産
業
と
活

力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
で
は

数
々
の
戦
術
を
掲
げ
て
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
実
現
の
可
能
性

と
、
実
現
時
の
町
へ
の
経
済
効

果
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

⑤
「
地
方
創
生
」
、
特
に

「
地
方
創
生
特
区
」
の
考
え
方

と
今
後
の
町
の
取
り
組
み
を
問

う
。

　

町
長　

①
町
長
就
任
以
来
、

多
様
化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
に
は
、
自
治
基
本
条
例
に

基
づ
く
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
が
重
要
と
考
え
、
意
識
啓

発
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
実
際

に
協
働
で
進
め
る
事
業
を
町
民

の
皆
さ
ま
か
ら
ご
提
案
い
た
だ

く
た
め
導
入
す
る
も
の
で
す
。

　

③
２
月
に
（
仮
称
）
寒
川
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦

略
策
定
等
委
員
会

を
設
置
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
本
年

中
に
は
策
定
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

⑤
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
寒
川
神
社
を
核
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
は
じ
め
、
特
区
制

度
の
調
査
研
究
を
行
い
、
積
極

的
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

企
画
政
策
部
長　

②
藤
沢
市
、

茅
ヶ
崎
市
と
の
２
市
１
町
で
運

営
し
て
い
る
湘
風
園
の
老
朽
化

へ
の
対
応
、
電
波
法
等
の
改
正

に
よ
る
茅
ヶ
崎
市
と
の
消
防
通

信
指
令
シ
ス
テ
ム
共
同
整
備
、

海
老
名
市
と
の
路
線
バ
ス
は
実

証
運
行
中
で
す
が
、
公
共
交
通

網
の
充
実
な
ど
が
喫
緊
の
課
題

で
す
。

　

環
境
経
済
部
長　

④
商
業
で

は
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事

業
で
約
１
億
４
千
万
円
の
効
果
、

工
業
で
は
企
業
立
地
促
進
や
融

資
制
度
等
の
有
効
活
用
で
、
町

総
合
計
画
の
目
標
額
で
あ
る
平

成
32
年
製
造
出
荷
額
３
４
５
６

億
円
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

活力のあるまちづくりを
（さむかわ神輿まつり）

平
成
27
年
度
施
政
方
針

基
本
姿
勢
と
基
本
目
標
を
問
う

横手　　晃 議員
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町
で
は
小
児
医
療
、
ひ
と
り

親
家
庭
等
医
療
及
び
重
度
障
害

者
医
療
の
３
つ
の
医
療
費
助
成

制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

　

子
育
て
支
援
や
経
済
的
負
担

軽
減
の
た
め
、
助
成
対
象
や
所

得
制
限
等
の
条
件
は
あ
る
が
、

対
象
者
が
医
療
機
関
に
受
診
し

た
際
の
窓
口
負
担
が
発
生
し
な

い
「
現
物
支
給
方
式
」
を
採
用

し
て
い
る
。

　

国
は
、
こ
の
「
現
物
支
給
方

式
」
を
採
用
し
て
い
る
自
治
体

に
つ
い
て
は
、
公
平
で
適
切
な

受
診
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、

町
単
独
の
医
療
費
助
成
事
業
に

よ
る
波
及
増
分
に
つ
い
て
、
国

民
健
康
保
険
医
療
費
に
係
る
国

庫
負
担
金
の
減
額
調
整
を
行
っ

て
い
る
。

　

し
か
し
、
窓
口
で
自
己
負
担

分
を
支
払
い
、
後
日
返
還
請
求

す
る
「
償
還
払
い
方
式
」
な
ら

ば
、
減
額
調
整
は
さ
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
、
次
の
点
を
問
う
。

　

①
各
医
療
費
の
影
響
額
は
。

　

②
「
償
還
払
い
方
式
」
と

「
現
物
支
給
方
式
」
に
対
す
る

町
の
見
解
は
。

　

③
助
成
方
法
を
変
更
し
、
増

額
す
る
国
庫
補
助
金
を

医
療
費
助
成
の
さ
ら
な

る
拡
充
の
た
め
の
財
源

に
し
て
は
ど
う
か
。

　

町
長　

②
③
福
祉
向

上
の
た
め
実
施
し
て
い

る
各
医
療
費
助
成
は
、

主
に
利
用
者
が
医
療
機

関
の
窓
口
で
負
担
が
発

生
し
な
い
現
物
給
付
方

式
と
し
て
い
ま
す
。
利

用
者
の
利
便
性
や
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
つ
な
が
る
有
効

な
方
策
で
あ
り
、

全
国
的
に
多
く
の

自
治
体
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

償
還
払
い
方
式
は
、
医
療
機

関
で
一
時
的
に
利
用
者
に
医
療

費
の
負
担
を
強
い
る
も
の
で
す
。

　

医
療
機
関
へ
の
受
診
抑
制
に

な
り
か
ね
ず
、
必
要
な
医
療
が

安
心
し
て
受
診
で
き
な
く
な
る

懸
念
も
あ
り
ま
す
。

　

各
医
療
費
助
成
拡
大
の
必
要

性
は
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
町

で
は
経
済
的
、
精
神
的
負
担
の

軽
減
や
健
康
保
持
の
観
点
か
ら
、

現
時
点
で
は
助
成
方
式
の
変
更

を
す
る
こ
と
な
く
事
業
を
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

福
祉
部
長　

①
平
成
25
年
度

実
績
で
、
小
児
医
療
費
２
７
１

万
円
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

費
２
０
９
万
６
千
円
、
重
度
障

害
者
医
療
費
２
２
４
６
万
６
千

円
で
、
合
計
２
７
２
７
万
２
千

円
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
影
響
額
相
当
分

は
一
般
会
計
か
ら
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
へ
繰
り
入
れ

て
い
ま
す
。

保険年金課の窓口

医
療
費
助
成
方
法
を
変
更
し

さ
ら
な
る
拡
充
を
！

太田真奈美 議員

　

住
民
に
公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
て
自
由
に
移
動
で
き
る
権

利
を
保
障
し
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
等
の
交
通
弱
者
が
気
軽
に

外
出
で
き
健
康
増
進
に
な
れ
ば

町
の
医
療
費
負
担
も
軽
減
さ
れ
、

商
業
や
観
光
も
活
性
化
す
る
。

　

昨
年
10
月
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
の
小
型
化
と
ル
ー
ト
変

更
、
さ
ら
に
寒
川
駅
海
老
名
駅

間
の
路
線
バ
ス
実
証
運
行
が
開

始
さ
れ
た
。
地
域
の
方
か
ら
は

喜
ば
れ
て
い
る
が
、
ル
ー
ト
変

更
で
バ
ス
停
が
遠
く
な
る
な
ど

の
課
題
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
解

決
に
向
け
た
町
の
考
え
を
問
う
。

　

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運

行
拡
充
の
考
え
は
。

　

②
寒
川
駅
海
老
名
駅
間
の
路

線
バ
ス
の
利
用
状
況
は
。

　

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
利

用
で
き
な
い
方
へ
の
対
応
は
。

　

町
長　

①
③
町
民
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
に
よ
り
、
全
て
の
要
望

に
対
応
す
る
の
は
難
し
い
状
況

で
す
が
、
利
便
性
向
上
の
た
め
、

土
日
の
運
行
や
利
用
実
績
を
踏

ま
え
た
ダ
イ
ヤ
改
正
等
を
地
域

公
共
交
通
会
議
の
中
で
検
討
し

て
い
く
考
え
で
す
。

　

都
市
建
設
部
長　

②
路
線
バ

ス
利
用
者
も
多
少
増
加
し
て
お

り
、
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
周
知
す
る
と
と
も

に
、
海
老
名
市
、
バ
ス
事
業
者

と
連
携
し
、
利
用
促
進
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

③
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業
、

施
設
通
所
交
通
費
助
成
事
業
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
す
る

送
迎
サ
ー
ビ
ス
等
と
連
携
を
図

り
、
交
通
網
を
整
備
す
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
ま
す
。

子
育
て
世
代
が
　
　
　

　
安
心
で
き
る
支
援
を

　

勤
労
統
計
調
査
に
よ
る
と
、

収
入
は
増
え
て
い
る
が
実
質
賃

金
指
数
は
減
り
続
け
て
い
る
。

　

非
正
規
雇
用
が
増
え
、
若
い

世
帯
の
生
活
は
苦
し
く
な
っ
て

い
る
。
施
政
方
針
に
子
育
て
支

援
策
や
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
に
基
づ

い
た
取
り
組
み
を

推
進
す
る
と
あ

る
。

　

①
子
育
て
支
援
策
の
現
状
は
。

　

②
小
児
医
療
費
助
成
制
度
の

現
状
と
今
後
の
拡
大
策
は
。

　
町
長　

①
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
や
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事

業
を
は
じ
め
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
新
制
度
に
合
わ
せ
た
新

規
事
業
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

②
昨
年
８
月
に
通
院
に
か
か

る
対
象
年
齢
を
小
学
６
年
生
ま

で
拡
大
し
ま
し
た
。
現
状
は
継

続
し
て
い
く
考
え
で
す
が
、
今

後
も
国
等
へ
新
た
な
助
成
制
度

の
創
設
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

コミュニティバス「もくせい号」の
小型車両

地
域
交
通
施
策
に

さ
ら
な
る
改
善
を
望
む

山田　政博 議員
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雇
用
の
不
安
定
化
な
ど
社
会

的
要
因
が
背
景
と
な
り
「
孤
立

す
る
若
者
」
と
呼
ば
れ
る
状
況

が
広
が
っ
て
い
る
。
２
０
１
１

年
の
調
べ
で
は
20
歳
か
ら
34
歳

の
孤
立
無
業
の
状
況
に
あ
る
人

が
83
万
人
と
し
て
い
る
。
孤
立

し
て
い
く
若
者
へ
の
公
的
支
援

が
今
こ
そ
必
要
で
あ
る
。
そ
こ

で
町
の
考
え
を
問
う
。

　

①
若
者
の
就
労
支
援
策
は
。

　

②
教
育
委
員
会
の
対
応
は
。

　

③
福
祉
面
か
ら
の
支
援
策
は
。

　

④
教
育
や
福
祉
、
青
少
年
等

の
各
担
当
間
の
連
携
が
必
要
と

考
え
る
。
町
の
考
え
は
。

　

町
長　

①
地
域
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
紹
介
や
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
で
、
就

労
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
は
若
者

専
門
の
横
浜
わ
か
も
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
も
あ
り
、
相
談
で
き
る

体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
長　

②
教
育
研
究
室
の

教
育
相
談
は
、
義
務
教
育
９
年

間
を
基
本
に
し
て
い
ま
す
が
、

中
学
校
を
卒
業
し
た
後
も
教
育

相
談
を
継
続
し
て
い
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。
今
後
も
関
係
部

署
や
児
童
相
談
所
等
と
連
携
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

福
祉
部
長　

③
障
が
い
の
あ

る
方
が
自
立
し
た
日
常
生
活
や

社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
相
談
支
援
事
業
を
実
施

し
て
お
り
、
必
要
な
情
報
提
供

や
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平

成
27
年
度
か
ら

は
、
相
談
支
援

体
制
の
充
実
を

図
る
た
め
、
福

祉
課
窓
口
に
精

神
保
健
福
祉
士

を
配
置
し
て
い

き
ま
す
。

　

健
康
子
ど
も
部

長　

④
今
後
も
関

係
部
署
と
関
係
機

関
が
連
携
し
、
情

報
の
共
有
化
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
や
　
　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
導
入
に
疑
問

　

指
定
管
理
者
制
度
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ

方
式
が
第
６
次
行
政
改
革
の
中

で
検
討
す
る
と
あ
る
。
寒
川
総

合
体
育
館
の
指
定
管
理
者
に
つ

い
て
、
十
分
な
検
証
が
さ
れ
て

い
る
の
か
、
町
民
に
は
わ
か
り

に
く
い
。
今
後
、
図
書
館
も
検

討
す
る
と
い
う
が
、
図
書
文
化

や
仕
事
の
継
承
の
面
か
ら
失
う

も
の
が
大
き
く
な
ら
な
い
か
危

惧
す
る
。
ま
た
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
企
業

の
撤
退
や
施
設
の
閉
鎖
な
ど
、

予
測
で
き
な
い
問
題
が
起
き
て

い
る
。
町
の
考
え
は
。

　

企
画
政
策
部
長　

民
間
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
利
活
用
す
る
こ
と
で

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

狙
い
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
効

率
性
、
効
果
を
十
分
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

農業支援施策の充実を 「
孤
立
す
る
若
者
」
へ
の

公
的
支
援
が
今
こ
そ
必
要

喜多村　出 議員

　

今
年
は
戦
後
70
年
の
節
目
の

年
で
あ
る
。
第
２
次
世
界
大
戦

の
悲
惨
な
記
録
が
い
ま
だ
消
え

ず
、
世
界
各
国
で
平
和
へ
の
願

い
が
熱
望
さ
れ
て
い
る
。
終
戦

間
際
に
広
島
、
長
崎
に
原
爆
が

投
下
さ
れ
20
数
万
も
の
尊
い
命

が
一
瞬
に
し
て
奪
わ
れ
た
こ
と

は
忘
れ
ら
れ
な
い
で
き
ご
と
と

し
て
日
本
人
の
心
に
焼
き
付
い

て
お
り
、
悲
惨
な
戦
争
を
風
化

さ
せ
る
こ
と
な
く
、
後
世
に
し

っ
か
り
と
伝
え
平
和
の
喜
び
を

共
有
で
き
る
社
会
を
築
き
上
げ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
。

　

戦
後
70
年
が
経
っ
た
今
、
平

和
を
壊
そ
う
と
す
る
動
き
が
憲

法
改
正
へ
の
事
態
に
ま
で
進
ん

で
い
る
こ
と
に
危
機
感
を
持
ち
、

平
和
へ
の
想
い
と
願
い
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
次
の
点

を
問
う
。

　

①
憲
法
改
正
が
叫
ば
れ
、
平

和
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
状
況
下

で
町
民
や
明
日
を
担
う
子
ど
も

達
に
ど
の
よ
う
な
平
和
教
育
を

目
指
し
て
い
く
の
か
。

　

②
米
軍
基
地
に
隣
接
す
る
町

と
し
て
、
核
兵
器
廃
絶
平
和
都

市
宣
言
を
掲
げ
る
町
の
役
割
を

ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

　

③
平
和
に
対
す
る
町
民
へ
の

意
識
啓
発
は
。

　

町
長　

②
民
間
主
導
で
行
政

と
連
携
し
た
事
業
が
展
開
さ
れ

る
な
ど
一
定
の
効
果
を
上
げ
ら

れ
た
と
考
え
ま
す
。

　

③
町
で
は
非
核
３
原
則
と
全

て
の
核
兵
器
の
廃
絶
を
訴
え
、

恒
久
的
な
世
界
平
和
の
実
現
を

願
っ
て
昭
和
60
年

６
月
に
寒
川
町
核

兵
器
廃
絶
平
和
都

市
宣
言
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
平
和
意
識
啓

発
の
た
め
の
展
示
や
講
演
会
、

映
画
会
、
地
域
の
民
間
団
体
と

と
も
に
平
和
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
開
催
、
さ
ら
に
原
爆
パ
ネ
ル

展
、
防
災
行
政
無
線
を
使
い
平

和
記
念
の
放
送
も
実
施
し
ま
し

た
。
今
後
も
他
の
自
治
体
の
取

り
組
み
な
ど
を
参
考
に
平
和
意

識
の
浸
透
、
高
揚
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

教
育
長　

①
学
校
で
の
平
和

教
育
や
平
和
事
業
は
、
協
調
と

相
互
理
解
を
深
め
、
問
題
解
決

を
行
う
上
で
平
和
な
状
況
を
維

持
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
を
考
え
、
学
ぶ
こ
と
を

基
本
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
戦
争
や
平
和
に
関
す

る
題
材
は
さ
ま
ざ
ま
な
教
科
で

扱
わ
れ
て
お
り
学
習
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
教
科
の
み
な
ら
ず
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
道
徳

教
育
を
通
し
て
、
基
本
的
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
平
和
な
社
会
を

目
指
し
た
教
育
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

平和への想いと願いを込めて
（平和フェスティバル）

施
政
方
針
に
掲
げ
た

　
　
　
　

平
和
行
政
を
問
う

細川　京三 議員
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終
戦
か
ら
70
年
、
町
が
核
兵

器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
を
行
っ

て
か
ら
30
年
と
い
う
節
目
を
迎

え
た
。
今
、
世
界
情
勢
が
非
常

に
騒
然
と
し
て
い
る
。
施
政
方

針
の
中
で
、
平
和
意
識
の
高
揚

に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
た
が
、

次
の
世
代
に
対
し
、
平
和
の
意

義
を
ど
う
伝
え
て
い
く
の
か
問

う
。

　

①
こ
れ
ま
で
の
平
和
意
識
の

醸
成
に
か
か
る
施
策
に
対
し
、

ど
の
よ
う
に
効
果
測
定
を
行
っ

て
い
る
か
。

　

②
今
回
パ
ネ
ル
展
や
植
樹
な

ど
新
た
な
施
策
が
示
さ
れ
た
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
子
ど
も
た
ち
は

受
け
身
の
ま
ま
で
あ
る
。
子
ど

も
た
ち
が
主
体
的
に
取
り
組
む

こ
と
の
で
き
る
平
和
を
テ
ー
マ

に
し
た
作
文
や
絵
画
の
コ
ン
テ

ス
ト
な
ど
を
実
施
し
た
ら
ど
う

か
。

　

③
学
校
に
お
い
て
、
戦
争
や

平
和
に
つ
い
て
学
ぶ
場
は
用
意

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
は

自
ら
意
見
を
述
べ
る
力
が
必
要

で
あ
る
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

な
ど
子
ど
も
た
ち
が
意
見

交
流
す
る
場
を
取
り
入
れ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

町
長　

①
こ
れ
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
通
じ

て
町
民
の
皆
さ
ま
に
平
和

意
識
の
醸
成
を
図
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、

民
間
団
体
か
ら
は
自
分
た

ち
の
手
で
平
和
事
業
を
実

施
し
よ
う
と
す
る
動
き
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

ピ
ー
ス
ト
レ
イ
ン
で
は
報

告
書
を
作
成
し
、

平
和
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
は
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し

て
、
参
加
者
の
感
想
や
意
見
等

を
把
握
し
、
事
業
に
反
映
す
る

よ
う
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

町
民
部
長　

②
町
で
は
節
目

の
年
に
は
戦
争
資
料
パ
ネ
ル
展

の
開
催
、
ま
た
、
子
ど
も
た
ち

に
平
和
の
尊
さ
を
継
承
し
て
い

く
た
め
に
全
小
学
校
へ
広
島
・

長
﨑
の
被
爆
樹
木
の
苗
木
の
植

樹
を
実
施
し
ま
す
。

　

ご
提
案
の
子
ど
も
た
ち
が
主

体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
事
業
と
し
て
、
植
樹
が
一
つ

の
き
っ
か
け
づ
く
り
に
な
る
と

も
考
え
て
い
ま
す
が
、
他
の
自

治
体
の
取
り
組
み
も
参
考
に
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

教
育
長　

③
教
師
が
し
っ
か

り
教
え
、
子
ど
も
に
考
え
さ
せ
、

意
見
交
流
を
す
る
こ
と
は
重
要

な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
意
見
交
流
を
議
論
や

討
論
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と

し
て
扱
う
こ
と
は
、
各
学
年
の

発
達
段
階
や
実
態
に
応
じ
た
場

の
設
定
を
工
夫
し
て
授
業
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

学童が描く平和の絵
（平和フェスティバル）

子
ど
も
た
ち
に

　
　
　

平
和
意
識
の
醸
成
を

吉田　悟朗 議員

　

施
政
方
針
で
は
、
雨
水
対
策

を
進
め
る
と
あ
る
。
水
害
に
は
、

ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
類
す
る
気
象
的

要
因
、
周
囲
よ
り
低
く
な
っ
て

い
る
地
理
的
要
因
、
冠
水
し
や

す
い
地
域
の
宅
地
化
と
い
う
社

会
的
要
因
が
あ
る
。
地
理
的
要

因
や
社
会
的
要
因
に
対
し
て
、

町
の
対
策
を
求
め
る
。

　

①
住
宅
地
の
浸
水
箇
所
の
根

本
的
原
因
を
要
因
別
に
つ
か
ん

で
い
る
か
。

　

②
雨
水
升
の
詰
ま
り
が
排
水

機
能
を
低
下
さ
せ
て
い
る
こ
と

の
認
識
は
あ
る
か
。

　

③
事
業
費
と
時
間
は
要
す
る

が
、
効
果
的
な
雨
水
対
策
を
進

め
る
と
言
う
。
そ
の
具
体
策
は
。

　

都
市
建
設
部
長　

①
昨
年
の

台
風
18
号
の
記
録
的
な
豪
雨
で

は
、
倉
見
、
岡
田
、
大
曲
地
区

は
河
川
増
水
に
よ
る
浸
水
で
、

一
之
宮
、
中
瀬
、
小
谷
地
区
で

は
地
盤
が
低
く
、
雨
水
が
集
ま

り
や
す
い
箇
所
で
の
浸
水
が
要

因
で
す
。

　

②
降
雨
時
に
お
け
る
堆
積
土

砂
等
に
よ
り
道
路
側
溝
等
が
詰

ま
る
こ
と
が
浸
水
被
害
の
要
因

の
１
つ
で
あ
る
こ
と
は
十
分
認

識
し
て
い
ま
す
。

　

③
地
盤
が
低
く
雨
水
が
溜
ま

る
地
域
は
、
排
水
機
能
確
保
の

た
め
に
雨
水
計
画
の
見
直
し
を

行
い
、
河
川
増
水
に
よ
り
被
害

が
生
じ
る
地
域
は
、
河
川
管
理

者
へ
継
続
し
て
整
備
を
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

町
の
国
際
交
流
に
　
　

　
対
す
る
姿
勢
を
問
う

　

情
報
や
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
伴
い
、
民
間
レ
ベ
ル
で
は

国
際
交
流
は
進
ん
で
い
る
が
、

町
の
国
際
交
流
に
対
す
る
取
り

組
み
が
明
確
に
見
え
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
、
次
の
点
を
問
う

　

①
国
際
交
流
を
町
は
、
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

　

②
外
国
人
観
光
客
に
対
す
る

町
の
取
り
組
み
は
。

　

③
国
際
姉
妹
都
市
を
締
結
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

　

町
長　

①
諸
外

国
の
人
々
と
の
交

流
を
通
じ
て
、
国

際
感
覚
を
身
に
つ

け
、
相
互
の
文
化
等
の
違
い
を

理
解
し
、
相
手
を
尊
重
す
る
と

い
う
国
際
理
解
を
深
め
る
こ
と

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

②
外
国
人
観
光
客
へ
の
対
応

が
十
分
で
な
い
た
め
、
今
後
、

観
光
協
会
や
国
際
交
流
協
会
と

連
携
し
て
誘
客
に
向
け
た
環
境

整
備
を
図
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

③
国
際
姉
妹
都
市
と
の
交
流

は
、
相
互
理
解
や
国
際
交
流
の

推
進
の
み
な
ら
ず
、
地
域
観
光

や
産
業
振
興
の
活
性
化
へ
の
貢

献
も
期
待
で
き
る
た
め
、
先
進

市
の
事
例
を
参
考
に
研
究
し
て

い
き
ま
す
。

昨年のハロウィン・プログラムの様子
（さむかわ国際交流協会）

多
発
す
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に

　
　
　

抜
本
的
な
対
策
を
打
て

佐藤　一夫 議員
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平
成
27
年
度
施
政
方
針
に
は
、

こ
れ
ま
で
保
護
者
会
が
運
営
し

て
い
た
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保

育
）
を
、
新
た
な
団
体
へ
運
営

委
託
に
す
る
と
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
に
関
し
以
下
の
点

を
問
う
。

　

①
運
営
委
託
先
の
概
要
は
。

　

②
運
営
委
託
に
よ
り
保
護
者

の
負
担
は
ど
の
程
度
軽
減
さ
れ

る
の
か
。

　

健
康
子
ど
も
部
長　

①
昨
年

末
に
設
立
し
た
寒
川
学
童
保
育

会
は
、
会
の
目
的
で
あ
る
協
働

に
よ
る
運
営
の
も
と
、
会
に
賛

　

今
回
の
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

は
在
宅
医
療
と
介
護
を
連
携
さ

せ
高
齢
者
を
地
域
で
支
え
る

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
構
築
と
費
用
負
担
の
公
平
化

で
あ
る
。

　

段
階
的
に
実
施
さ
れ
る
が
、

取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

　

①
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築

に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
は
。

　

②
10
年
後
を
見
据
え
、
認
知

症
対
策
に
は
地
域
の
力
が
必
要

と
思
う
が
、
町
の
計
画
は
。

　

③
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
力
も
必
要
と
考
え
る
が
。

　

町
長　

①
国
か
ら
示
さ
れ
た

同
す
る
団
体
会
員
と
個
人
会
員

で
構
成
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

放
課
後
児
童
支
援
員
及
び
事
務

員
を
雇
用
し
て
４
月
か
ら
の
受

託
に
向
け
た
準
備
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

②
指
導
員
の
雇
用
や
賃
金
支

払
い
業
務
、
入
所
に
関
わ
る
業

務
は
寒
川
学
童
保
育
会
が
担
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
点
で

保
護
者
の
負
担
が
大
き
く
軽
減

さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
　

　
　
そ
の
進
展
を
問
う

　

平
成
27
年
度
施
政
方
針
に
あ

る
「
協
働
事
業
提
案
制
度
モ
デ

ル
事
業
」
に
関
し
、
以
下
の
点

を
問
う
。

　

①
こ
の
事
業
の
概
要
は
。

　

②
協
働
事
業
の
提
案
が
可
能

な
「
町
民
」
と
は
。

　

③
町
長
の
就
任
か
ら
３
年
半

が
経
過
し
た
。
「
町
民
と
の
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
は
ど

の
程
度
進
ん
だ
か
。

重
点
課
題
を
第
６
次
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
に
位
置
付
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、

在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携
に
向

け
、
来
年
度
に
は
、
茅
ヶ
崎
市

や
関
係
団
体
と
の
研
修
や
住
民

へ
の
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　

福
祉
部
長　

②
認
知
症
の
方

と
そ
の
家
族
支
援
及
び
相
談
を

受
け
る
専
門
員
と
し
て
、
認
知

症
地
域
支
援
推
進
員
を
平
成

27
・
28
年
度
に
養
成
し
、
平
成

29
年
度
に
は
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
配
置
す
る
予
定
で
す
。

　

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
も
含

め
、
具
体
的
に
地
域
で
ケ
ア
で

き
る
体
制
づ
く
り
を
、
こ
の
２

年
間
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の

　
　
　
シ
ス
テ
ム
構
築
は

　

２
０
１
３
年
国
会
で
障
が
い

者
権
利
条
約
が
承
認
さ
れ
た
。

　

第
24
条
で
は
教
育
に
お
い
て
、

障
が
い
者
が
他
の
者
と
平
等
に

　

町
長　

①
地
域

の
公
共
的
か
つ
多

様
な
課
題
解
決
に

向
け
て
の
町
民
の

発
想
を
生
か
し
た
提
案
を
い
た

だ
き
、
町
民
と
町
が
協
働
し
て

事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
平
成
27
年
４
月
よ

り
広
報
誌
等
で
事
業
提
案
を
募

集
し
、
選
考
委
員
会
に
諮は

か
り
、

決
定
さ
れ
た
事
業
は
、
７
月
を

目
途
に
町
民
と
町
が
協
働
で
事

業
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
い

ま
す
。

　

③
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
で
は
、

町
民
か
ら
要
望
よ
り
提
案
型
の

意
見
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
展

開
や
活
動
の
中
に
多
く
の
方
々

が
事
業
に
携
わ
る
な
ど
、
住
民

の
参
加
意
識
が
高
ま
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

町
民
部
長　

②
人
員
構
成
２

人
以
上
の
団
体
を
対
象
と
し
て

募
集
し
ま
す
。
ま
た
、
団
体
は

町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
登

録
制
度
へ
の
登
録
と
運
営
に
関

す
る
会
則
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
政
治
活
動
、
宗
教
活

動
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団

体
等
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

地
域
社
会
に
包
容

さ
れ
、
質
が
高

く
、
か
つ
無
償
の

教
育
の
機
会
が
与

え
ら
れ
る
こ
と
が
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
の
理
念
と
掲
げ
ら
れ

た
。

　

①
こ
の
理
念
の
も
と
、
教
育

に
ど
の
よ
う
な
合
理
的
配
慮
を

も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　

②
支
援
を
必
要
と
す
る
児

童
・
生
徒
の
把
握
と
一
人
一
人

を
大
事
に
し
た
個
別
教
育
の
取

り
組
み
状
況
は
。

　

教
育
長　

①
支
援
の
必
要
な

児
童
・
生
徒
に
は
、
補
助
員
や

ふ
れ
あ
い
教
育
支
援
員
を
配
置

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
階
段
昇

降
機
の
導
入
や
傾
斜
机
の
設
置

な
ど
基
礎
的
環
境
整
備
を
行
い
、

合
理
的
配
慮
が
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

②
一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
個
別
指
導
計
画

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

各
校
で
は
、
校
内
支
援
委
員
会

や
ケ
ー
ス
会
議
で
具
体
的
な
支

援
方
法
や
今
後
の
指
導
方
針
を

協
議
し
、
職
員
全
体
で
の
共
通

認
識
を
高
め
る
な
ど
、
き
め
細

や
か
な
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

あおぞらクラブ（寒川小学校区）
児
童
ク
ラ
ブ
の
保
護
者
負
担

さ
ら
な
る
軽
減
に
努
め
よ

介
護
保
険
法
の
改
正
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　

  

町
の
対
応
策
は

中川登志男 議員

柳下　雅子 議員
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東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
の

歳
月
が
過
ぎ
た
。
消
防
団
員
は

自
ら
が
被
災
者
で
あ
り
な
が
ら
、

避
難
誘
導
や
救
助
に
あ
た
る
姿

が
全
国
に
知
ら
さ
れ
た
。

　

震
災
に
よ
り
高
ま
っ
た
防
災

意
識
の
充
実
強
化
を
風
化
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
、
次
の
点
を
問
う
。

　

①
地
域
に
お
け
る
防
災
活
動

の
担
い
手
の
確
保
が
難
し
い
状

況
の
中
、
町
は
、
ど
の
よ
う
な

団
員
確
保
策
を
行
っ
て
い
る
の

か
。

　

②
近
隣
市
町
は
、
災
害
時
に

消
防
団
員
を
長
時
間
拘
束
す
る

た
め
、
災
害
や
訓
練
の
区
分
を

問
わ
ず
、
出
動
時
間
別
に
手
当

を
支
給
し
て
い
る
。

　

町
は
、
時
間
や
日
数
を
問
わ

ず
、
出
動
１
回
あ
た
り
千
円
だ

が
、
近
隣
市
同
様
、
処
遇
改
善

を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

　

③
震
災
時
に
団
員
間
の
連
絡

と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
無
線
機
が

相
当
役
立
っ
た
が
、
町
の
配
備

計
画
は
。

　

④
道
路
寸
断
時
に
消
防
車
が

通
行
で
き
な
い
際
に
は
、
地
方

で
は
バ
イ
ク
隊
が
編
成
さ
れ
て

い
る
が
、
町
の
体
制
は
。

　

町
長　

①
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配

布
等
に
加
え
、
昨
年
10
月
に
消

防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
を

創
設
し
、
事
業
所
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
い
た
だ
く
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
引
き

続
き
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

②
他
市
の
例
と
町
の
算
定
方

式
で
は
異
な
る
部
分
が
あ
る
と

思
い
ま
す
の
で
、

消
防
本
部
等
と
見

直
し
に
向
け
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　

消
防
長　

③
各
分
団
に
１
台

の
デ
ジ
タ
ル
無
線
機
を
配
備
し

て
い
ま
す
。

　

来
年
度
は
、
河
川
監
視
体
制

の
強
化
の
た
め
に
、
町
内
の
３

河
川
を
管
轄
す
る
分
団
へ
配
備

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

今
後
は
、
配
備
基
準
や
町
の

財
政
状
況
に
鑑

か
ん
がみ

な
が
ら
、
順

次
計
画
的
に
配
備
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

　

④
バ
イ
ク
隊
は
、
大
規
模
災

害
時
に
は
機
動
力
、
即
時
対
応

力
、
情
報
収
集
等
、
初
動
態
勢

に
お
い
て
大
変
有
利
と
考
え
ま

す
。
し
か
し
、
団
員
が
運
用
す

る
に
は
、
高
度
な
運
転
技
術
の

取
得
や
訓
練
、
ま
た
、
走
行
時

に
は
危
険
性
も
高
い
こ
と
な
ど

課
題
が
多
い
た
め
、
創
設
す
る

こ
と
は
困
難
と
考
え
ま
す
。

　

な
お
、
町
で
は
、
大
規
模
災

害
時
に
車
両
が
進
入
困
難
と
な

る
こ
と
も
想
定
し
、
平
成
28
・

29
年
度
に
折
り
畳
み
式
の
リ
ア

カ
ー
を
配
備
す
る
計
画
で
す
。

消
防
団
の
処
遇
改
善
と

資
機
材
の
充
実
を
図
れ

斎藤　恒雄 議員

消防操法大会

　

防
災
白
書
に
よ
れ
ば
、
大
規

模
地
震
か
ら
命
を
守
る
最
も
効

果
的
な
対
策
は
、
人
が
暮
ら
し

て
い
る
生
活
空
間
や
建
築
物
を

よ
り
安
全
に
す
る
こ
と
だ
と
し

て
、
住
宅
の
耐
震
化
の
重
要
性

を
訴
え
て
い
る
。
し
か
し
、
寒

川
町
の
住
宅
の
耐
震
化
は
あ
ま

り
進
ん
で
い
な
い
。

　

①
そ
の
原
因
と
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
は
。

　

②
今
後
の
耐
震
改
修
工
事
の

促
進
策
は
。

　

③
直
接
的
な
意
識
啓
発
だ
け

で
改
善
を
図
る
の
は
難
し
い
と

思
う
。
近
隣
市
同
様
、
改
修
工

事
費
の
助
成
を
拡
充
す
べ
き
で

は
。

　

町
長　

①
広
報
等
で
の
啓
発
、

無
料
耐
震
相
談
の
実
施
や
イ
ベ

ン
ト
と
連
携
し
た
取
り
組
み
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

③
時
限
的
に
財
政
的
支
援
を

上
乗
せ
す
る
こ
と
を
検
討
す
る

な
ど
、
耐
震
化
率
の
向
上
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

都
市
建
設
部
長　

①
多
額
な

費
用
面
に
対
す
る
住
民
負
担
や

耐
震
工
事
の
必
要
性
、
ま
た
、

そ
の
効
果
に
対
す
る
疑
問
等
が

原
因
と
考
え
ま
す
。

　

②
近
隣
の
状
況
も
踏
ま
え
、

年
度
ご
と
の
耐
震
化
率
の
検
証

を
行
っ
た
上
で
、
財
政
支
援
の

判
断
を
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

進
ま
な
い
ま
ち
づ
く
り

　
財
源
確
保
に
注
力
を

　

新
幹
線
新
駅
の
誘
致
と
そ
の

ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
で
い
な
い
。

　

ま
た
、
県
知
事
か
ら
町
の
姿

勢
が
消
極
的
と
の
指
摘
が
あ
る
。

　

①
町
長
は
新
駅

の
必
要
性
に
つ
い

て
、
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

　

②
新
駅
誘
致
に
向
け
て
の
ま

ち
づ
く
り
の
意
気
込
み
は
。

　

③
地
元
地
権
者
の
理
解
を
得

る
た
め
に
、
県
と
ど
の
よ
う
な

調
整
を
し
て
い
る
の
か
。

　

④
県
に
対
し
相
応
の
負
担
を

求
め
る
べ
き
と
思
う
が
。

　

町
長　

①
新
駅
設
置
は
町
に

と
っ
て
最
大
の
好
機
と
捉
え
て

い
ま
す
。
地
域
活
性
化
や
生
活

環
境
の
向
上
が
図
ら
れ
る
基
盤

と
し
て
、
大
変
重
要
と
考
え
ま

す
。

　

②
さ
が
み
縦
貫
道
路
の
全
線

開
通
を
１
つ
の
追
い
風
と
捉
え
、

意
気
込
み
が
形
と
し
て
見
え
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

拠
点
づ
く
り
部
長　

③
事
業

手
法
や
県
の
支
援
等
に
つ
い
て
、

調
整
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

④
新
駅
設
置
事
業
へ
の
県
の

負
担
は
約
束
さ
れ
て
い
る
と
判

断
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
駅

周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
広
域

的
な
効
果
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
県
の
支
援
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

住宅の耐震改修工事助成の拡充を
住
宅
の
耐
震
化
が
遅
れ
て
い
る

耐
震
工
事
助
成
の
拡
充
を
図
れ

早乙女　昭 議員
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議
決
結
果

佐
藤
　
正
憲

三
堀
　
清
廣

柳
下
　
雅
子

中
川
登
志
男

橫
手
　
　
晃

細
川
　
京
三

山
田
　
政
博

喜
多
村
　
出

太
田
真
奈
美

関
口
　
光
男

黒
沢
　
善
行

吉
田
　
悟
朗

佐
藤
　
一
夫

早
乙
女
　
昭

小
栗
　
裕
治

斎
藤
　
恒
雄

杉

　
隆
之

藤
沢
喜
代
治

1 行政手続条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 情報公開条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 特別職の職員の給与に関する条例の一部
改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 教育委員会教育長の給与及び勤務時間に
関する条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 手数料条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6
地方教育行政の組織及び運営に関する法
律の一部を改正する法律の施行に伴う関
係条例の整理

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 介護保険条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8

指定地域密着型サービスに係る基準を定
める条例及び指定地域密着型介護予防サ
ービスに係る基準を定める条例の一部改
正

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 住居表示審議会条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 平成26年度一般会計補正予算(第5号) 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 平成26年度国民健康保険事業特別会計
補正予算(第4号) 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 平成26年度後期高齢者医療事業特別会
計補正予算(第4号) 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 平成26年度下水道事業特別会計補正予
算(第3号) 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 平成27年度一般会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 平成27年度国民健康保険事業特別会計
予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 平成27年度後期高齢者医療事業特別会
計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 平成27年度介護保険事業特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 平成27年度(仮称)健康福祉総合センタ
ー用地取得事業特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 平成27年度下水道事業特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 監査委員の選任 同意 賛成：13票　　　反対：3票

21 平成26年度一般会計補正予算(第6号) 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 国民健康保険条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23
公の施設の指定管理者の指定の手続等
に関する条例の一部改正

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

委員会
第１号 議会委員会条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ 退 退 退 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見書
第１号

ウイルス性肝炎患者に対する医療費助
成の拡充を求める意見書の提出

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見書
第２号 政党助成金の廃止を求める意見書の提出 否決 ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● - ● ● ● ● ● ● ●

意見書
第３号

集団的自衛権の行使容認の「閣議決定」
を具体化する法整備の中止を求める意見
書の提出

否決 ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ● - ● ● ● ● ● ● ●

意見書
第４号

「労働時間規制の適用をはずす労働」の
導入を行わないよう求める意見書の提出 否決 ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● - ● ● ● ● ● ● ●

陳情
第1号

ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成
の拡充に関する陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　○：賛成　　●：反対　　退：退席	 （黒沢議長は表決には加わりません）
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議会を傍聴しませんか

○傍聴はどなたでもできます。当日受付をしてくださ
い。（委員会の傍聴は、委員長の許可が必要です。）
寒川町議会のホームページでも、会議の日程や議会
の傍聴案内、請願や陳情の手続き、議員名簿等が閲
覧できます。
　なお、不明な点については、議会事務局へお問い
合わせください。

議会事務局　総務担当
TEL0467-74-1111　内線341・342

　寒川小学校は明治32年（1899）10月に開校しました。当初は尋常科６年を修了した生徒が通う２年制
の高等小学校として設置されましたが、大正５年（1916）、尋常一之宮・旭両小学校を合併して尋常高
等小学校となり、８学年を擁することになりました。昭和16年（1941）に寒川町国民学校、昭和22年に
寒川町立寒川小学校と名前を変えますが、昭和36年に一之宮小学校と旭小学校が独立するまでは、寒川
じゅうの人たちの母校として親しまれました。
　この絵は昭和初期の校舎の写真をもとに、人物や鯉のぼりなどを描き加えたものです。この校舎は関
東大震災後の大正15年に建てられ、昭和44年に取り壊されました。

文教福祉常任委員会は、3月20日（金）、
大曲に開設した認可保育所「寒川湘南保育
園」を現地視察し、施設概要等の説明を受
けました。

表紙解説 「寒川小学校旧校舎」　　　　　（田口雅巳 画「寒川昔日十五景」より）

６ 月 会 議 日 程
日 月 火 水 木 金 土

5/31 6/1 2 3 4 5 6

本会議 総務常任
委員会

7 8 9 10 11 12 13

文教福祉
常任委員会

建設経済
常任委員会

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

AM9：00 開会　（会議の日程等は変更になる場合があります）

※ 6/11（木）東海道新幹線新駅対策特別委員会は PM1：15 開会
※ 6/18（木）本会議は AM10：00 開会

本会議（一般質問） 本会議
（委員会報告等）

寒川駅周辺整備
対策特別委員会
東海道新幹線新駅
対策特別委員会

本会議
（議案上程等）

議案
番号 審議結果〈3月第2回会議〉
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24 寒川総合体育館の指定管理者の指定 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 監査委員の選任 原案可決 賛成：12票　　反対：3票

26 町税条例及び町税条例の一部を改正する
条例の一部改正 原案可決 ○ 辞 ○ ● ● ● ○ 退 - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　○：賛成　　●：反対　　退：退席　　辞：議員辞職により採決不参加	 （黒沢議長は表決には加わりません）

平成27年４月開設の
　　　寒川湘南保育園を視察


